
各駐留軍用地における跡地利用の取組状況について 

１．跡地利用計画の検討等 

 

駐留軍用地 最近の取組状況等 

北谷町 

陸軍貯油施設第 1 

桑江タンクファーム 

○平成 25年度に跡地利用に関する導入機能基礎調査等を実施 

○平成 26年度は斜面緑地、歴史資源保全を前提にキャンプ桑

江と連携した跡地利用について検討 

キャンプ桑江（南側） 

○平成 25年度に外国大学を導入した場合の地域へ及ぼす効果

予測基礎調査等を実施 

○平成 26年度は土地利用計画案の地権者説明会等を実施予定 

キャンプ瑞慶覧（施

設技術部内の倉庫地

区の一部等） 

○平成 26年度より北谷城の国史跡指定に向け、考古学、歴史

学、民俗学の専門家で構成する北谷城調査指導委員会を発足

し、助言を受けながら指定や保存・整備に必要な調査、報告書

の作成を実施予定 

北中城村 

 

キャンプ瑞慶覧 

（喜舎場住宅地区の

一部） 

○平成 25年度にフルインター化に向けた交通量調査等の基礎

調査を実施 

○平成 26年度は調査結果を基に B/C（費用便益比）を検討予

定 

○平成 26年度中に喜舎場スマート IC 地区協議会（北中城村、

沖縄県、沖縄県警、沖縄総合事務局、NEXCO(西日本高速道路

(株)）の下部組織である作業部会（担当者レベル）を開催予定 

沖縄市 

北中城村 

ロウワー・プラザ 

住宅地区 

○平成 25年度は沖縄総合事務局・沖縄県・沖縄市・北中城村・

地主会等と相互に意見交換を実施 

○平成 26年度においても引き続き実施予定 

 

宜野湾市 

 

普天間飛行場 

○平成 25年度は「全体計画の中間取りまとめ」の周知、今後

の行程計画案の作成などを実施 

○平成28年度の跡地利用計画素案策定に向け、平成26年度は、

行程計画に沿って計画内容の具体化について検討 

浦添市 

 

牧港補給地区 

 

○平成 25年度に若手の地権者の会との勉強会を実施 

○平成 26年度においても引き続き実施予定 

那覇市 

 

 

那覇港湾施設 

 

 

○平成 25年度に地権者の合意形成のための説明会や勉強会の

開催や情報発信、若い世代の組織「那覇軍港のまちづくりを考

える次世代の会」の立上げを実施 

○平成 26年度においても、同様の取組や次世代の会の活動支

援等を実施予定 

資料４－２ 



２．公共用地の先行取得 

 

駐留軍用地 
積立累計額 

（26年度当初予算迄） 

特定事業の

見通し 
備考 

 

宜野湾市 

 

西普天間住宅

地区の斜面緑

地 

約５０.４億円 

（※普天間飛行場含

む） 

公園・緑地 

（約 7ha） 

（H26.6.2 

公表） 

・平成 26年度先行取得（予定） 

取得面積:約 70,000㎡ 取得費用：約 29億円 

 

 

沖縄県 

普天間飛行場 

約６９億円 

道路 

(約 17ha) 

(H25.6.11 

公表) 

・平成 25年度先行取得実績 

取得面積:約 32,000㎡ 取得費用：約 13.2億円 

・平成 26年度先行取得（予定） 

取得面積：約 35,000㎡ 取得費用：約 15億円 

宜野湾市 

約５０.４億円 

（※西普天間住宅 

地区含む） 

学校 

(8ha) 

(H25.6.11 

公表) 

・平成 25年度先行取得実績 

取得面積:約 13,500㎡ 取得費用：約 5.8 億円 

・平成 26年度先行取得（予定） 

取得面積:約 33,000㎡ 取得費用：約 13.4億円 

 

北谷町 

 

 

キャンプ桑江 

南側地区 

 

約８億円  

・平成 26年度先行取得（予定） 

取得面積:約 5,000 ㎡ 取得費用:約 2.5億円 

 

沖縄市 

 
 

ロウワープラ

ザ住宅地区 

 

約６.４億円  

・平成 26年度、先行取得の実施に取組む予定 

 

北中城村 約１.７億円  

・平成 26年度、先行取得の実施に取組む予定 

 

 

   

 


